



が逃げていく」（2007 年 3 月 11 日放送）でもとり
あげられた注２）．『平成 19 年版　図でみる介護労働







2004 年の約 410 万人から 2014 年には最大で約 640
万人に増加する見込みである．その場合に必要な介
護職員数は，最大で約 160 万人となる．2005 年の




















































A study on rookie training for care-workers in the workplace




































　2012 年 3 月に本学介護福祉学科を卒業した人で，
同年 8月に開催されたホームカミングデイに出席し



























































中 17 人（回答率 89.4％）が回答し，平均は 6.0 ± 4.5
か月でバラツキがみられた．そのなかでは，3 か月





と回答したのは 19 人中 18 人（94.7％）で 9割を超
えたのに対して，「介護福祉士と無資格の介護職員」
と回答したのは 19 人中 1人（5.3％）しかいなかっ
た．また，プリセプターの現在の職場での経験年数




















ると回答した人は 33 人中 19 人（68.2％）であっ
た．プリセプターシップを導入している種別として
は，特別養護老人ホームと介護老人保健施設がとも
に 12 施設中 8 施設（66.7％），サービス付き高齢















75.0％）．その結果，3 人のプリセプターと 4 人
のプリセプターと回答した人がともに 6 人中 2 人





表 1 対象者の勤務先 
種別 度数（人） 割合（％）










































































































































































































図 1 プリセプターシップにおける支援構造 
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職率の全国平均 25.3％と比較すると，大幅に少な


































44 人中 2人），介護職員の離職率とした場合が 6.9％
（29 人中 2 人）であった．これらは，介護職員の離
 
表 2 調査対象施設の概要 





通所介護 2箇所（定員 25人／日） 
宅老所 4箇所（定員 8～13人／日） 
訪問介護 3箇所  配食サービス 
居宅介護支援事業所  介護なんでも相談室 
グループホーム（定員8人）  生活支援ハウス（定員10人） 






介護職員〔29：正規職員27，非正規職員 2〕                
 介護職員のうち約 6割が介護福祉士有資格者 
 他はホームヘルパー2級有資格者等 
 その他，障害者を数名雇用している． 
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